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2014/6/12 建築学専攻大学院入試説明会 



研究室の概要 

纐纈一起 教授 
 (地震工学、強震動シミュレーション) 
 
構造物に被害を及ぼすような地震に
よる強い揺れ（強震動）について理論
的な研究、観測的な研究を行ってい
る。地震の震源のモデルや地下構造
のモデルを構築し、それらに基づい
て強震動シミュレーションを行って、
設計用地震動を作成する。また、構
造物被害と強震動の諸特性との関係、
強震動の破壊力の指標としての震度、
などについて研究を進めている。  

（建築学専攻ホームページより） 

詳しくは研究室のホームページをご覧ください． 
http://taro.eri.u-tokyo.ac.jp/ 
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研究室のメンバー 

＜教職員＞ 
纐纈 一起 教授 koketsu@eri.u-tokyo.ac.jp, 03-5841-5782，内線25782 
三宅 弘恵 助教 hiroe@eri.u-tokyo.ac.jp, 03-5841-5784, 内線25784 
増田 徹  研究員 
司 宏俊  研究員 
Rami Ibrahim 研究員 
木村 素子 技術補佐員 
 
＜大学院生＞ 工学系・理学系 
小林 広明 博士課程 
郭  雨佳  博士課程 
Loic Viens 博士課程 
尹  淳恵  博士課程 
引田智樹 博士課程 
道面 和久 修士課程 
盧  雪夢  インターン生 
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工学（地震工学）と
理学（地震学）との
懸け橋！ （2013年版です．2014版は近々ホームページで公開します） 

mailto:koketsu@eri.u-tokyo.ac.jp
mailto:hiroe@eri.u-tokyo.ac.jp


卒業生の進路 
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地震国日本の建築
にとって地震工学は
重要な研究分野で
ある． 

その証拠に，多くの
技術研究所や技術
系シンクタンクが地
震工学の研究部門
を持っていている． 

 しかも，常に人材不
足の状態である． 



最近の研究 

 修士論文・博士論文 
「日本の地殻内地震における断層上盤効果の
補正係数の提案」（2010年3月） 

「2007年新潟県中越沖地震の強震動シミュレー
ションと増幅要因の分析」（2011年3月） 

「 The origin of near-fault ground motion 
pulses and their significance for seismic 
design」（2011年3月） 

「 Long-Period Ground Motion Prediction 
Equations and Their Application to the 
Magnitude Estimation of Large Earthquakes 
Considering Site Effects」（2013年9月） 

 受託研究の一例 
「長周期地震動予測地図作成等支援事業」（文

部科学省; 2010年度） 
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研究成果がテレビ番組に使われた例 

 NHKスペシャル（2013年9月放映） 
「MEGAQUAKE Ⅲ 第3回 よみがえる関東大震災」 
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